




ると逆に低下した。一方，溶着金属Bの吸収エネルギー
は，PWHT温度の上昇に伴って増大し，PWHT温度が
800℃から850℃の間で最大値を有すると推測された。
　図4に，溶着金属AとBのPWHT温度とクリープ破断





認められない。しかし790℃では明らかに粒内の炭窒化


